
















































































































































業（グローバル 30）」（2009 年度開始）や「スーパーグローバル大学創成支援」（2014 年度開
始）といった文部科学省の事業が展開され，「英語による授業だけで学位が取得できる」コース
が新設されるようになり，「英語による授業」1) が教職員の関心を集めている（Ishikura, 
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みられ，EMI (English Medium of Instruction) (Fenton-Smith, Humphreys & Walkinshaw, 














































































いう技法を，教授内容の提示に，方略的に (strategic)，動的に (dynamic) 織り込んでいたこ
とを実証した。さらにこの技法は，スペイン語を主とする学生を，英語による科学学習に導く
効果も果たしたと指摘する。 
Archila & Truscott de Mejia ( 2017) は，南米コロンビアの大学でのバイリンガルで行われ








活動のリアリティ」に迫ろうとする研究が少なかったこと，また，Mazak & Herbas-Donoso 







































3-1. 応用言語学分野での新しい理論枠組と理論的構成物としての languaging 
 ところで，languaging （言語学の分野では「ランゲージング」という語を使用している。）
という考え方 2) は，近年の社会言語学，応用言語学の研究のなかに見られるようになっている。




Swain (2006) は，Vygotsky の「言語と思考 (Language and Thought)」の考え方から出発
して，languaging を the activity of mediating cognitively complex ideas using language あ
るいは，the process of making meaning and shaping knowledge and experience through 
language (p.98) と定義し，それは，part of what constitutes learning (p.9) だという。Swain 
& Lapkin（2011）は， 
The term languaging characterizes language as a process (verb) rather than a 
product (noun). The term suggests that speaking and writing are themselves 
language production activities that mediate remembering, attending, and other 
aspects of higher mental functioning. In other words, as we talk or write, our 
attention is focused on certain objects or ideas and not others; we create artifacts 
that we can refer back to, challenge and change – processes that help us to 








究潮流がみられる。その主なものに，Translanguaging という学派（García & Wei, 2014）が
ある。この学派の学説が従来の学説と根本的に異なるのが，language ではなく，languaging に
主眼点を移した点である。 
Translanguaging は，発祥の地，ウェールズでは，‘the process of making meaning, 
shaping experiences, gaining understanding and knowledge through the use of two 
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社会言語学の分野でよく用いられる概念である language practice を援用し，「言語実践」あ
るいは「言語活動」という用語を使うことにする。Language practice について，Spolsky (2002, 
p.6)は，the consensual rules for speaking within the speech community と定義し，また，別
のところでは，the agreed linguistic repertoire of a defined speech community (Spolsky, 
2001; p.165)，あるいは，the habitual pattern of selecting among the varieties that make up 
its linguistic repertoire (Spolsky, 2004; p.5) と定義している 4)。 
 









































表 2-1 各種言語様式と書き言葉，話し言葉の関係性をめぐる具体的な言語活動表出の事例 









































































表 2-2 教授学習言語様式に関連する教授者，学習者の書き言葉と話し言葉の発露する場面。 





























の単語であるか」という観点を導入してみることにしたい。その関係を表 2-3 に示した。 
 
表 2-3 使用されている文章の言語様式を類型化するための枠組 




日本語 パターン J パターン E(J) 












次の 5 つに区分することにする。 
 
(1) 日本語のみ（パターン J） 
(2) 基本，日本語だが専門用語など英単語が混じる（パターン J(E)） 
(3) 日本語（日本文）が中心で英語（英文）が混じる（パターン JE） 
(4) 英語（英文）が中心だが専門用語など日本語単語が混じる（パターン E(J)） 














1) translanguaging の学派については後述するが，日本語で読める解説，総説には，加納 
(2016a; 2016b) がある。 
2) languaging に関する研究について日本語で読める総説には，西 (2017) がある。 
3) code-switching については，多くの成書や総説があるが，たとえば，Gumperz (2002) や 
Levine (2011), Macaro (2014), Myers-Scotton (1993) などを参照のこと。 
4) その内容については，Spolsky (2002; p.6) は，This includes not just the obvious rules 
that make up the phonology, grammar, and lexicon of a named variety of language but 
also the rules that are understood to underlie appropriate variation. For example, 
language practice in a multilingual community includes the rules for appropriate 
choice of levels and registers of language. All this makes up a kind of implicit language 
policy, a categorization of choice of linguistic items or clusters of items according to 
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（表 2-2）を参照し，さしあたり，表 3-1 のような諸点を調査項目として取り入れた。 
 これらの項目について，それぞれ，日本語と英語がどのような状況で使用されていたのかを
知るために，次のような選択肢を設定した（表 3-2）。 













4-1. 物理学分野 6 科目の回答結果の分析 
表 3-3 に，物理学分野の 6 科目の回答結果を示した。一部の例外を除いて，この表全体とし
ては，選択肢の 1 と 2 が大勢を占めていることがわかる。すなわち，「すべて日本文，日本語
を使う」か，「文章構造は日本文であるが，一部の専門用語，単語，フレーズに英語（外国語） 
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表 3-1 予備的調査における調査項目一覧 




















































  本体 
  専門用語 
  数式・化学式等 
  図表 
  図表の説明文 




表 3-2 予備的調査に用いた回答選択肢とその含意 
選択肢 含 意 








































ると，物理学の科目では，6 科目中で，「物理数学」に 1 か所（「ラプラス演算子（div grad）」），






表 3-3 現代の物理学科の専門講義での教授学習言語様式（選択肢の番号は，表 3-2 を参照） 
教育プログラム 物理学プログラム A 物理学プログラム B 
科目名 電磁気学 量子光学 統計力学 力学 Ⅰ 物理数学 物理学 
教科書 和書 3 冊 なし なし 和書 1 冊 和書 1 冊 自作配布物 
参考書 和書 1 冊 訳書 1 冊
和書 1 冊 和書 5 冊 和書 2 冊 和書 2 冊 訳書 1 冊 




  説明） 
講義の本体 1 1 2 1 1 1 
専門用語 2 2 3 1 2 2 
数式・化学式等 3 2 1 2 2 2 
図表の説明 2 2 1 2 2 2 
先生の 
板書 
板書の本体 2 1 2 1 1 1 
専門用語 2 2 2 1 2 2 
数式・化学式等 3 2 2 2 2 2 
図表 3 2 2 1 2 2 
図表の説明文 2 2 1 1 2 2 
先生の 
提示物 
本体 1 5 2 1 1 1 
口頭説明 2 2 2 1 2 2 
専門用語 2 5 2 2 2 2 
専門用語の説明 2 2 1 2 2 2 
数式・化学式等 2 5 3 2 2 2 
図表 2 5 2 2 2 2 
図表の説明文 2 5 2 2 2 2 
Q & A 
受講生の質問 1 1 1 1 1 1 
質問中の専門用語 1 2 1 2 2 2 
質問中の数式・化学式等 1 1 1 2 2 2 
先生の回答 1 1 2 1 1 1 
回答中の専門用語 2 2 2 2 2 2 
回答中の数式・化学式等 2 1 1 2 2 2 
評価 
テスト 
テストの本体 1 1 1 1 1 1 
専門用語 1 2 1 2 1 2 
数式・化学式等 2 2 1 2 2 2 
受講生の解答 1 1 1 1 1 1 
解答中の専門用語 1 2 1 2 1 2 




本体 1 1 1 1 1 1 
専門用語 2 2 2 2 2 2 
数式・化学式等 2 2 2 2 2 2 
図表 1 2 2 2 2 2 
図表の説明文 1 1 2 2 2 2 











4-2. 化学分野 6 科目の回答結果の分析 




























表 3-4 化学科の専門講義での教授学習言語様式（選択肢の番号は，表 3-2 を参照） 











教科書 訳書 1 冊 和書１冊 和書１冊 訳書１冊 自作配布物 自作配布物 
参考書 訳書 5 冊 和書 2 冊 和書 2 冊 訳書 4 冊 訳書 3 冊 
和書 1 冊 和書 2 冊 





講義の本体 1 1 1 1 1 1 
専門用語 2 2 2 2 2 2 
数式・化学式等 2 2 2 1 1 2 
図表の説明 2 1 2 2 1 2 
先生の 
板書 
板書の本体 1 1 1 2 1 2 
専門用語 2 2 2 2 2 2 
数式・化学式等 2 2 2 1 1 2 
図表 2 2 1 2 1 2 
図表の説明文 2 1 2 1 1 2 
先生の 
提示物 
本体 2 1 1 3 1 2 
口頭説明 2 2 1 1 1 2 
専門用語 2 2 2 2 1 2 
専門用語の説明 2 2 2 2 1 2 
数式・化学式等 2 2 2 2 1 1 
図表 2 1 1 1 1 2 
図表の説明文 2 1 1 1 1 1 
Q & A 
受講生の質問 1 1 1 1 1 1 
質問中の専門用語 2 1 1 2 1 1 
質問中の数式・化学式等 2 1 1 1 1 1 
先生の回答 1 1 1 1 1 1 
回答中の専門用語 2 1 1 2 1 1 
回答中の数式・化学式等 2 1 1 1 1 1 
評価 
テスト 
テストの本体 1 1 1 1 1 1 
専門用語 2 2 1 2 1 2 
数式・化学式等 2 2 1 1 1 2 
受講生の解答 1 1 1 1 1 1 
解答中の専門用語 2 2 1 2 1 2 




本体 1 1 1 1 1 1 
専門用語 2 2 1 2 2 2 
数式・化学式等 2 2 2 2 2 2 
図表 2 1 1 2 2 2 
図表の説明文 2 1 1 1 1 1 














 1) 日本文における英単語の lexical borrowing や loanword に関しては，Hoffer (1980) や
Kay (1995) が詳しい。 
 
【引用文献】 
Hoffer, B. (1980). English loanwords in Japanese: Some cultural implications. Language 
Studies, Vol.12, No.1, pp.1-21. 
Kay, G. (1995). English loanword in Japanese. World English, Vol.14, No.1, pp.67-76. 
Haspelmath, M. (2009). Lexical borrowing: Concepts and issues. In M. Haspelmath & U. 































































   講義の本体 （  ） 
   専門用語 （  ） 
   数式・化学式等の読み・説明 （  ） 
   図表の説明 （  ） 
 
B. 先生の板書： 
   板書の本体 （  ） 
   専門用語 （  ） 
   数式・化学式等 （  ） 
   図表 （  ） 
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   図表の説明文 （  ）
 
C. 先生の提示物（パワーポイント，配布資料，模型，モデル等）： 
   提示物の本文 （  ） 
   提示物についての口頭説明 （  ） 
   提示物の中の専門用語 （  ） 
   提示物の中の専門用語の読み方・説明 （  ） 
   提示物の中の数式・化学式等 （  ） 
 
D. 提示物の中の数式・化学式等の読み方・説明： 
   提示物の中の図表 （  ） 
   提示物の中の図表の説明文 （  ）  
 
E. 受講生の質問： 
   質問の本体（  ） 
   質問中の専門用語（  ） 
   質問中の数式・化学式等（  ） 
 
F. 先生の回答： 
   回答の本体（  ） 
   回答中の専門用語（  ） 
   回答中の数式・化学式等（  ） 
 
G. 評価テストの問題： 
   問題の本体（  ） 
   問題中の専門用語（  ） 
   問題中の数式・化学式等（  ） 
 
H. 評価テストの受講生の解答： 
   解答の本体（  ） 
   解答中の専門用語（  ） 
   解答中の数式・化学式等（  ） 
 
I. 受講生のノート（配布資料等への書き込みを含む）： 
   ノートはとらないで板書を写真にとる （Yes の人は次へ。No の人は終了です） 
   ノートをとる 
     ノートの本体 （  ） 
     ノートの中の専門用語 （  ） 
     ノートの中の数式・化学式等 （  ） 
     ノートの中の図表 （  ） 
     ノートの中の図表の説明文 （  ） 










































































「国立 10 大学理学部長会議」の構成メンバーである理学部と「国立 8 大学理学部長会議」の
メンバーである理学部の合計 18 学部を，また，公立大学からは，4 校中の 2 校，私立大学から












 以上の結果から，26 学部から合計 232 名の教員のリストを作成し，個別に Web 実態調査へ
の参加を依頼した。 
 
表 4-1 Web 実態調査に参加を依頼した教員の専門分野別の分布 
専門分野 教授 准教授（講師） 計 
生物系（B） 24 22 46 
化学系（C） 28 24 52 
地学系（G） 18 16 34 
数学系（M） 25 23 48 
物理系（P） 27 25 52 



























 本調査は，2018 年 7 月 18 日から 29 日にかけて，調査委託を行った（株）フリートプラン
ニング社の Web 調査サイトにおいて，調査対象者だけにアクセスが許可される形で実施された。







 4-1. 回答者の属性の分析 
 回答者の属性については，表 4-2 のとおりである。 
 
表 4-2 回答者の学部専門教育の受講年度分布（専門分野別） 
 学部専門教育を受講した年度 
計 
専門分野 1970-1979 1980-1989 1990-1999 2000 -2005 
生物系（B） 3 9 6 0 18 
化学系（C） 4 7 9 0 20 
地学系（G） 2 3 6 3 14 
数学系（M） 4 3 4 2 13 
物理系（P） 1 7 7 0 15 




育を受けていたことがわかる。ちなみに，有効回答者 80 名のうち，東京大学は 17 名，京都大















各回答項目について，二者の回答分布間の一致度を Cohen の kappa 係数で確認してみたとこ























表 4-3 教師による講義（口頭での説明）の言語様式 
 
 






(1) A.教師の講義（口頭での説明)：講義の本体 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 26 32.5 27 33.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 53 66.3 48 60.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 5 6.3
4 英文が中心で日本文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(2)A.教師の講義（口頭での説明)：専門用語の読み方 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 13 16.3 11 13.8
2 基本，日本語だが英語も混じる 56 70.0 59 73.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 4 5.0 4 5.0
4 日本語と英語を同時併用する 5 6.3 6 7.5
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 1 1.3 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(3) A.教師の講義（口頭での説明)：数式・化学式等の読み方 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 15 18.8 15 18.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 50 62.5 50 62.5
3 日本文が中心で英文が一部混じる 4 5.0 2 2.5
4 英文が中心で日本文が一部混じる 5 6.3 11 13.8
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 5 6.3 2 2.5
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(4) A.教師の講義（口頭での説明)：図表の口頭説明 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 28 35.0 20 25.0
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 41 51.3 49 61.3
3 日本文が中心で英文が一部混じる 3 3.8 7 8.8
4 英文が中心で日本文が一部混じる 2 2.5 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 5 6.3 4 5.0
無回答 0 0.0 0 0.0
















































No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 使わなかった 35 43.8 18 22.5
2 原書を使った 8 10.0 5 6.3
3 和訳本を使った 12 15.0 17 21.3
4 日本人著者の和書を使った 18 22.5 29 36.3
5 原書と和訳本，日本人著者の和書を併せて使った 4 5.0 5 6.3
6 その他 2 2.5 6 7.5
無回答 1 1.3 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(6) B.教科書・参考書：教科書・参考書の専門用語 　　学生時代　* 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 15 18.8 15 18.8
2 基本，日本語だが英語も混じる 31 38.8 44 55.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 0 0.0 0 0.0
4 日本語と英語を同時併用する 6 7.5 4 5.0
5 英語のみ 9 11.3 4 5.0
6 該当しない（またはその他） 14 17.5 8 10.0
無回答 5 6.3 5 6.3
全体 80 100.0 80 100.0
(7) B.教科書・参考書：数式・化学式・物質名等 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 12 15.0 11 13.8
2 基本，日本語だが英語も混じる 32 40.0 44 55.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 1 1.3 5 6.3
4 日本語と英語を同時併用する 5 6.3 4 5.0
5 英語のみ 9 11.3 3 3.8
6 該当しない（またはその他） 16 20.0 8 10.0
無回答 5 6.3 5 6.3
全体 80 100.0 80 100.0
(8) B.教科書・参考書：図表 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 18 22.5 19 23.8
2 基本，日本語だが英語も混じる 25 31.3 37 46.3
3 基本，英語だが日本語も混じる 1 1.3 3 3.8
4 日本語と英語を同時併用する 3 3.8 1 1.3
5 英語のみ 11 13.8 4 5.0
6 該当しない（またはその他） 17 21.3 11 13.8
無回答 5 6.3 5 6.3
























(9) C.教師の板書：板書の本体 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 21 26.3 21 26.3
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 52 65.0 44 55.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 3 3.8 3 3.8
4 英文が中心で日本文が一部混じる 3 3.8 2 2.5
5 英文のみ 1 1.3 1 1.3
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 9 11.3
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(10) C.教師の板書：専門用語 　　学生時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 11 13.8 8 10.0
2 基本，日本語だが英語も混じる 53 66.3 53 66.3
3 基本，英語だが日本語も混じる 7 8.8 3 3.8
4 日本語と英語を同時併用する 6 7.5 8 10.0
5 英語のみ 2 2.5 2 2.5
6 該当しない（またはその他） 1 1.3 6 7.5
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
教員時代
− 36 −
表 4-5 講義に際して教師が行った板書の言語様式（続き） 
 
 
4-2-4. 教師の提示物（表 4-6） 
 教師が講義に際して配布したり提示したりした資料について，その言語様式をみていく。 
 




(11) C.教師の板書：数式・化学式・物質名等 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 13 16.3 13 16.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 46 57.5 42 52.5
3 基本，英語だが日本語も混じる 12 15.0 10 12.5
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 3 3.8
5 英語のみ 3 3.8 2 2.5
6 該当しない（またはその他） 4 5.0 10 12.5
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(12) C.教師の板書：図表 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 20 25.0 17 21.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 43 53.8 43 53.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 3 3.8 3 3.8
4 日本語と英語を同時併用する 4 5.0 3 3.8
5 英語のみ 3 3.8 2 2.5
6 該当しない（またはその他） 6 7.5 12 15.0
無回答 1 1.3 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(13) C.教師の板書：図表の説明文 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 21 26.3 18 22.5
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 46 57.5 41 51.3
3 日本文が中心で英文が一部混じる 1 1.3 4 5.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 2 2.5 3 3.8
5 英文のみ 2 2.5 1 1.3
6 該当しない（またはその他） 8 10.0 13 16.3
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(14) D.教師の提示物：提示物の本文 　　学生時代　* 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 18 22.5 14 17.5
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 30 37.5 46 57.5
3 日本文が中心で英文が一部混じる 6 7.5 7 8.8
4 英文が中心で日本文が一部混じる 6 7.5 6 7.5
5 英文のみ 2 2.5 5 6.3
6 該当しない（またはその他） 17 21.3 2 2.5
無回答 1 1.3 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
− 37 −
表 4-6 講義に際して教師が配布したり提示した資料の言語様式（続き） 
 
（以下に続く） 
(15) D.教師の提示物：提示物についての口頭説明 　　学生時代　** 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 24 30.0 26 32.5
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 36 45.0 46 57.5
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 6 7.5
4 英文が中心で日本文が一部混じる 1 1.3 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 15 18.8 2 2.5
無回答 3 3.8 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(16) D.教師の提示物：提示物の中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 11 13.8 12 15.0
2 基本，日本語だが英語も混じる 40 50.0 52 65.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 4 5.0 4 5.0
4 日本語と英語を同時併用する 4 5.0 5 6.3
5 英語のみ 4 5.0 5 6.3
6 該当しない（またはその他） 14 17.5 2 2.5
無回答 3 3.8 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(17) D.教師の提示物：提示物の中の専門用語の読み方 　　学生時代　* 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 10 12.5 14 17.5
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 40 50.0 52 65.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 4 5.0 4 5.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 5 6.3 5 6.3
5 英文のみ 3 3.8 3 3.8
6 該当しない（またはその他） 15 18.8 2 2.5
無回答 3 3.8 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(18) D.教師の提示物：提示物の中の数式・化学式・物質名等 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 9 11.3 14 17.5
2 基本，日本語だが英語も混じる 35 43.8 44 55.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 9 11.3 7 8.8
4 日本語と英語を同時併用する 3 3.8 5 6.3
5 英語のみ 3 3.8 5 6.3
6 該当しない（またはその他） 18 22.5 5 6.3
無回答 3 3.8 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(19) D.教師の提示物：提示物の中の数式・化学式等についての読み方 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 10 12.5 16 20.0
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 37 46.3 45 56.3
3 日本文が中心で英文が一部混じる 4 5.0 2 2.5
4 英文が中心で日本文が一部混じる 5 6.3 8 10.0
5 英文のみ 3 3.8 3 3.8
6 該当しない（またはその他） 18 22.5 5 6.3
無回答 3 3.8 1 1.3
全体 80 100.0 80 100.0
− 38 −







表 4-7 教師の提示物の各要素について「日本文が主」となるという回答の比率（%）の一覧 
時期 学生時代の講義 現代の講義 
Written/Oral Written Oral Written Oral 
掲示物の本体 67.5 75.0 83.8 97.5 
専門用語 68.8 67.5 85.0 87.5 
数式・化学式等 66.4 63.8 81.3 78.8 
図表 63.8 72.6 82.6 93.9 
図表の説明文 62.5 - 82.6 - 
(20) D.教師の提示物：提示物の中の図表 　　学生時代　* 　　教員時代　**
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 14 17.5 13 16.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 33 41.3 46 57.5
3 基本，英語だが日本語も混じる 4 5.0 7 8.8
4 日本語と英語を同時併用する 4 5.0 5 6.3
5 英語のみ 6 7.5 4 5.0
6 該当しない（またはその他） 15 18.8 5 6.3
無回答 4 5.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(21) D.教師の提示物：提示物の中の図表のタイトルや説明文 　　学生時代　** 　　教員時代　**
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 12 15.0 16 20.0
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 32 40.0 43 53.8
3 日本文が中心で英文が一部混じる 6 7.5 7 8.8
4 英文が中心で日本文が一部混じる 7 8.8 6 7.5
5 英文のみ 4 5.0 3 3.8
6 該当しない（またはその他） 16 20.0 5 6.3
無回答 3 3.8 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(22) D.教師の提示物：提示物の中の図表の口頭による解説・説明 　　学生時代　* 　　教員時代　**
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 16 20.0 19 23.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 39 48.8 53 66.3
3 日本文が中心で英文が一部混じる 3 3.8 3 3.8
4 英文が中心で日本文が一部混じる 2 2.5 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 16 20.0 4 5.0
無回答 3 3.8 1 1.3











表 4-8  提示物に関して専門分野別の回答分布にみられた有意差と残差分析結果の特徴一覧. 
（専門分野名のカッコ内は残差分析で有意差（*，**）のあった選択肢番号） 
時期 学生時代の講義 現代の講義 






































































4-2-5. 受講生の質問（表 4-9） 
 学生時代の講義において，受講生はどのような言語様式で質問をしていたのだろうか。 
 










(23) E.受講生の質問：質問の本体 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 62 77.5 55 68.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 17 21.3 25 31.3
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 1 1.3 0 0.0
5 英文のみ 0 0.0 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(24) E.受講生の質問：質問中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 35 43.8 38 47.5
2 基本，日本語だが英語も混じる 39 48.8 42 52.5
3 基本，英語だが日本語も混じる 3 3.8 0 0.0
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 0 0.0
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(25) E.受講生の質問：質問中の数式・化学式・物質名等の読み方 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 28 35.0 34 42.5
2 基本，日本語だが英語も混じる 42 52.5 41 51.3
3 基本，英語だが日本語も混じる 4 5.0 4 5.0
4 日本語と英語を同時併用する 1 1.3 0 0.0
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 4 5.0 1 1.3
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
− 41 −
















(26) F.質問に対する先生の回答：回答の本体 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 43 53.8 36 45.0
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 36 45.0 44 55.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(27) F.質問に対する先生の回答：回答中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 23 28.8 21 26.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 51 63.8 54 67.5
3 基本，英語だが日本語も混じる 3 3.8 3 3.8
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 2 2.5
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(28) F.質問に対する先生の回答：回答中の数式・化学式等の読み方 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 20 25.0 21 26.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 48 60.0 51 63.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 4 5.0 4 5.0
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 2 2.5
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 5 6.3 2 2.5
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
− 42 −
4-2-7. 教師による小テスト・クイズ・演習問題・復習問題（表 4-11） 







表 4-11 教師の出題する小テスト・クイズ・演習問題・復習問題の言語様式 
 
 





(29) G.小テスト等：問題の本体 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 35 43.8 34 42.5
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 33 41.3 34 42.5
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 3 3.8
4 英文が中心で日本文が一部混じる 0 0.0 1 1.3
5 英文のみ 2 2.5 1 1.3
6 該当しない（またはその他） 9 11.3 7 8.8
無回答 1 1.3 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(30) G.小テスト等：問題の中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 23 28.8 25 31.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 42 52.5 43 53.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 2 2.5 4 5.0
4 日本語と英語を同時併用する 1 1.3 1 1.3
5 英語のみ 2 2.5 1 1.3
6 該当しない（またはその他） 8 10.0 5 6.3
無回答 2 2.5 1 1.3
全体 80 100.0 80 100.0
(31) G.小テスト等：問題の中の数式・化学式等 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 22 27.5 24 30.0
2 基本，日本語だが英語も混じる 34 42.5 36 45.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 8 10.0 7 8.8
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 2 2.5
5 英語のみ 2 2.5 2 2.5
6 該当しない（またはその他） 10 12.5 8 10.0
無回答 2 2.5 1 1.3
全体 80 100.0 80 100.0
− 43 −
表 4-12 受講生による小テスト・クイズ・演習問題・復習問題の解答の言語様式 
 
 













(32) H.小テスト等への受講生の解答：解答の本体 　　学生時代 　　  教員時代　
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 37 46.3 40 50.0
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 32 40.0 32 40.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 0 0.0 1 1.3
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 10 12.5 7 8.8
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(33) H.小テスト等への受講生の解答：解答の中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 29 36.3 31 38.8
2 基本，日本語だが英語も混じる 36 45.0 37 46.3
3 基本，英語だが日本語も混じる 2 2.5 2 2.5
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 2 2.5
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 9 11.3 6 7.5
無回答 1 1.3 2 2.5
全体 80 100.0 80 100.0
(34) H.小テスト等への受講生の解答：解答の中の数式・化学式等 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 26 32.5 29 36.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 33 41.3 31 38.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 7 8.8 7 8.8
4 日本語と英語を同時併用する 0 0.0 3 3.8
5 英語のみ 1 1.3 1 1.3
6 該当しない（またはその他） 12 15.0 8 10.0
無回答 1 1.3 1 1.3
全体 80 100.0 80 100.0
− 44 −
表 4-13 教師が出題する評価テストの問題の言語様式 
 
 
4-2-10. 受講生による評価テストの解答（表 4-14） 
 




(35) I.評価テストの問題：問題の本体 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 40 50.0 34 42.5
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 37 46.3 38 47.5
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 1 1.3
4 英文が中心で日本文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 2 2.5
6 該当しない（またはその他） 2 2.5 5 6.3
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
(36) I.評価テストの問題：問題中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 29 36.3 24 30.0
2 基本，日本語だが英語も混じる 43 53.8 44 55.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 3 3.8 1 1.3
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 3 3.8
5 英語のみ 1 1.3 2 2.5
6 該当しない（またはその他） 1 1.3 4 5.0
無回答 1 1.3 2 2.5
全体 80 100.0 80 100.0
(37) I.評価テストの問題：問題中の数式・化学式等 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 25 31.3 22 27.5
2 基本，日本語だが英語も混じる 39 48.8 36 45.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 8 10.0 8 10.0
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 3 3.8
5 英語のみ 1 1.3 3 3.8
6 該当しない（またはその他） 4 5.0 6 7.5
無回答 1 1.3 2 2.5
全体 80 100.0 80 100.0
(38) J.評価テストの受講生の解答：解答の本体 　　学生時代 　　教員時代 *
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 45 56.3 43 53.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 32 40.0 32 40.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 2 2.5 5 6.3
無回答 0 0.0 0 0.0
全体 80 100.0 80 100.0
− 45 −
















(39) J.評価テストの受講生の解答：解答中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 34 42.5 32 40.0
2 基本，日本語だが英語も混じる 41 51.3 40 50.0
3 基本，英語だが日本語も混じる 1 1.3 2 2.5
4 日本語と英語を同時併用する 1 1.3 1 1.3
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 1 1.3 3 3.8
無回答 1 1.3 2 2.5
全体 80 100.0 80 100.0
(40) J.評価テストの受講生の解答：解答中の数式・化学式等 　　学生時代 * 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 30 37.5 25 31.3
2 基本，日本語だが英語も混じる 36 45.0 39 48.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 7 8.8 8 10.0
4 日本語と英語を同時併用する 1 1.3 0 0.0
5 英語のみ 1 1.3 1 1.3
6 該当しない（またはその他） 4 5.0 5 6.3
無回答 1 1.3 2 2.5
全体 80 100.0 80 100.0
(41) K.受講生のノート：ノートの本体 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 25 31.3 15 18.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 53 66.3 19 23.8
3 日本文が中心で英文が一部混じる 0 0.0 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 2 2.5 0 0.0
5 英文のみ 0 0.0 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 46 57.5
全体 80 100.0 80 100.0
− 46 −
表 4-15 受講生が講義に際して取ったノートの言語様式（続き） 
 
 
(42) K.受講生のノート：ノートの中の専門用語 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 11 13.8 7 8.8
2 基本，日本語だが英語も混じる 58 72.5 27 33.8
3 基本，英語だが日本語も混じる 6 7.5 0 0.0
4 日本語と英語を同時併用する 3 3.8 0 0.0
5 英語のみ 2 2.5 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 46 57.5
全体 80 100.0 80 100.0
(43) K.受講生のノート：ノートの中の数式・化学式等 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 16 20.0 10 12.5
2 基本，日本語だが英語も混じる 48 60.0 18 22.5
3 基本，英語だが日本語も混じる 9 11.3 5 6.3
4 日本語と英語を同時併用する 2 2.5 0 0.0
5 英語のみ 3 3.8 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 2 2.5 1 1.3
無回答 0 0.0 46 57.5
全体 80 100.0 80 100.0
(44) K.受講生のノート：ノートの中の図表 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本語のみ 20 25.0 14 17.5
2 基本，日本語だが英語も混じる 50 62.5 18 22.5
3 基本，英語だが日本語も混じる 3 3.8 1 1.3
4 日本語と英語を同時併用する 1 1.3 0 0.0
5 英語のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 5 6.3 1 1.3
無回答 0 0.0 46 57.5
全体 80 100.0 80 100.0
(45) K.受講生のノート：ノートの中の図表の説明文 　　学生時代 　　教員時代
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 26 32.5 13 16.3
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 44 55.0 20 25.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 3 3.8 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 2 2.5 0 0.0
5 英文のみ 0 0.0 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 5 6.3 1 1.3
無回答 0 0.0 46 57.5
全体 80 100.0 80 100.0
(46) K.受講生のノート：ノートへの自分用メモ書き 　　学生時代 　　教員時代　*
No. カテゴリー名 ｎ % ｎ %
1 日本文のみ 32 40.0 15 18.8
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 43 53.8 17 21.3
3 日本文が中心で英文が一部混じる 2 2.5 0 0.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 1 1.3 1 1.3
5 英文のみ 1 1.3 0 0.0
6 該当しない（またはその他） 1 1.3 1 1.3
無回答 0 0.0 46 57.5

































No. カテゴリー名 ｎ %
1 ほぼいない 43 53.8
2 若干名 32 40.0










表 4-17 ゼミの中での議論の言語様式 
 
 










に，Oral と Written で，使用言語を使い分けているという特徴があるといえる。 
(94) 3-A-2.実験結果等の研究進捗状況の報告，学会発表の準備など，アカデミックな議論
No. カテゴリー名 ｎ %
1 日本文のみ 9 11.3
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 32 40.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 17 21.3
4 英文が中心で日本文が一部混じる 11 13.8
5 英文のみ 8 10.0




No. カテゴリー名 ｎ %
1 日本文のみ 33 41.3
2 基本的に日本文だが専門用語など英単語が混じる 16 20.0
3 日本文が中心で英文が一部混じる 16 20.0
4 英文が中心で日本文が一部混じる 8 10.0
5 英文のみ 3 3.8















No. カテゴリー名 ｎ %
1 日本語による発表が主 61 76.3
2 英語による発表が主 4 5.0
3 日本語と英語による発表が拮抗 13 16.3




No. カテゴリー名 ｎ %
1 英語による講演が主（日本語通訳なし） 77 96.3
2 英語による講演が主（日本語通訳あり） 1 1.3




No. カテゴリー名 ｎ %
1 すべて和文論文 2 2.5
2 すべて英文論文 53 66.3
3 和文論文が主 8 10.0
4 英文論文が主 12 15.0




No. カテゴリー名 ｎ %
1 日本語が主 77 96.3
2 英語が主 1 1.3































文部科学省 (2003) 「大学における教育内容等の改革状況について」 
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【調査目的】   【回答依頼した先生方の選び方】  【個人情報保護】 
【集計・分析結果の公表方法】 【研究資金】 【謝礼】 
 













【調査 1 のWeb ページ】 











【調査 1 の回答 Web ページ】 
-------------------------------------------------------------------------------- 
受講した大学  （        ） 
講義名（内容がわかれば，正式名称でなくて結構です）。：（              ） 
受講年度：（   ）年度（西暦） 
 
A. 教師の講義（口頭での説明）： 
   講義の本体 （選択肢 A） 
− 53 −
   専門用語の読み方 （選択肢 B） 
   数式・化学式・物質名等の読み方（選択肢 A） 
   図表の口頭説明 （選択肢 A） 
 
B.  教科書・参考書： 
   教科書・参考書の使用 
   （1. 使わなかった，2. 原書を使った，3. 和訳本を使った，4. 日本人著者の和書を使った， 
5. 原書と和訳本，日本人著者の和書を併せて使った，6. その他） 
   教科書・参考書の専門用語（選択肢 B） 
   数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
   図表（選択肢 B） 
 
C. 教師の板書： 
   板書の本体 （選択肢 A） 
   専門用語 （選択肢 B） 
   数式・化学式・物質名等 （選択肢 B） 
   図表 （選択肢 B） 
   図表の説明文 （選択肢 A） 
 
D. 教師の提示物（配布資料，模型，モデル，スライド，OHP，パワーポイント等）： 
   提示物の本文 （選択肢 A） 
   提示物についての口頭説明 （選択肢 A） 
   提示物の中の専門用語 （選択肢 B） 
   提示物の中の専門用語の読み方 （選択肢 A） 
   提示物の中の数式・化学式・物質名等 （選択肢 B） 
   提示物の中の数式・化学式・物質名等についての読み方（選択肢 A） 
   提示物の中の図表 （選択肢 B） 
   提示物の中の図表のタイトルや説明文 （選択肢 A） 
   提示物の中の図表の口頭による解説・説明（選択肢 A） 
 
E. 受講生の質問： 
   質問の本体（選択肢 A） 
   質問中の専門用語（選択肢 B） 
   質問中の数式・化学式・物質名等の読み方（選択肢 B） 
 
F. 質問に対する先生の回答： 
   回答の本体（選択肢 A） 
   回答中の専門用語（選択肢 B） 
   回答中の数式・化学式・物質名等の読み方（選択肢 B） 
 
G。出題された小テスト・クイズ・演習問題・復習問題： 
   問題の本体（選択肢 A） 
   問題の中の専門用語（選択肢 B） 




   解答の本体（選択肢 A） 
   解答の中の専門用語（選択肢 B） 
   解答の中の数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
 
I. 評価テストの問題： 
   問題の本体（選択肢 A） 
   問題中の専門用語（選択肢 B） 
   問題中の数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
 
J. 評価テストの受講生の解答： 
   解答の本体（選択肢 A） 
   解答中の専門用語（選択肢 B） 
   解答中の数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
 
K. 受講生（先生ご自身）のノート（配布資料等への書き込みを含む）： 
  ノートの本体 （選択肢 A） 
  ノートの中の専門用語 （選択肢 B） 
  ノートの中の数式・化学式・物質名等 （選択肢 B） 
  ノートの中の図表 （選択肢 B） 
  ノートの中の図表の説明文 （選択肢 A） 
  ノートへの自分用メモ書き （選択肢 A） 
 
当時のノートを今でも保管されている場合，閲覧・コピー等をさせていただけますか？ 













【調査 2 のWeb ページ】 













【調査２の回答 Web ページ】 
-------------------------------------------------------------------------------- 
大学名（          ） 
講義名（内容がわかれば，正式名称でなくて結構です）。：（              ） 
受講年度：（   ）年度（西暦） 
 
A. 教師の講義（口頭での説明）： 
   講義の本体 （選択肢 A） 
   専門用語の読み方 （選択肢 B） 
   数式・化学式・物質名等の読み方（選択肢 A） 
   図表の口頭説明 （選択肢 A） 
 
B.  教科書・参考書 
   教科書・参考書の使用 
   （1. 使わなかった，2. 原書を使った，3. 和訳本を使った，4. 日本人著者の和書を使った， 
5. 原書と和訳本，日本人著者の和書を併せて使った，6. その他） 
   教科書・参考書の専門用語（選択肢 B） 
   数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
   図表（選択肢 B） 
 
C. 教師の板書： 
   板書の本体 （選択肢 A） 
   専門用語 （選択肢 B） 
   数式・化学式・物質名等 （選択肢 B） 
   図表 （選択肢 B） 
   図表の説明文 （選択肢 A） 
 
D. 教師の提示物（配布資料，模型，モデル，スライド，OHP，パワーポイント等）： 
   提示物の本文 （選択肢 A） 
   提示物についての口頭説明 （選択肢 A） 
   提示物の中の専門用語 （選択肢 B） 
   提示物の中の専門用語の読み方 （選択肢 A） 
   提示物の中の数式・化学式・物質名等 （選択肢 B） 
   提示物の中の数式・化学式・物質名等についての読み方（選択肢 A） 
   提示物の中の図表 （選択肢 B） 
   提示物の中の図表のタイトルや説明文 （選択肢 A） 
   提示物の中の図表の口頭による解説・説明（選択肢 A） 
 
E. 受講生の質問： 
   質問の本体（選択肢 A） 
   質問中の専門用語（選択肢 B） 




   回答の本体（選択肢 A） 
   回答中の専門用語（選択肢 B） 
   回答中の数式・化学式・物質名等の読み方（選択肢 B） 
 
G。出題された小テスト・クイズ・演習問題・復習問題： 
   問題の本体（選択肢 A） 
   問題の中の専門用語（選択肢 B） 
   問題の中の数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
 
H。小テスト・クイズ・演習問題・復習問題への受講生の解答： 
   解答の本体（選択肢 A） 
   解答の中の専門用語（選択肢 B） 
   解答の中の数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
 
I. 評価テストの問題： 
   問題の本体（選択肢 A） 
   問題中の専門用語（選択肢 B） 
   問題中の数式・化学式・物質名等（選択肢 B） 
 
J. 評価テストの受講生の解答： 
   解答の本体（選択肢 A） 
   解答中の専門用語（選択肢 B） 





  ノートの本体 （選択肢 A） 
  ノートの中の専門用語 （選択肢 B） 
  ノートの中の数式・化学式・物質名等 （選択肢 B） 
  ノートの中の図表 （選択肢 B） 
  ノートの中の図表の説明文 （選択肢 A） 














【調査 3 の回答 Web ページ】 
-------------------------------------------------------------------------------- 
A. 先生の主宰（所属）されているゼミについて 
  A-1. 留学生の数  （1. ほぼいない，2. 若干名，3. 半数以上） 
  A-2. 実験結果等の研究進捗状況の報告，学会発表の準備などアカデミックな議論 
      （選択肢 A） 
  A-3. ゼミスケジュールや管理運営に関する議論や情報交換 （選択肢 A） 
 
B. 先生が所属されている主な国内学会１つについてお答えください。 
 B-1. その学会名 （           ） 
 B-2. その学会の年次大会での一般発表（口頭，ポスター）について 
  （1. 日本語による発表が主，2.  英語による発表が主，3. 日本語と英語による発表が拮抗， 
4. その他） 
 B-3. その学会の年次大会での外国人による基調講演・招待講演について 
  （1. 英語による講演が主（日本語通訳なし），2. 英語による講演が主（日本語通訳あり），3. その他） 
 B-4. その学会での学会誌に掲載される論文の本文について（abstract を除く） 
  （1. すべて和文論文，2. すべて英文論文，3. 和文論文が主，4. 英文論文が主，5. 和文論文と英文論 
文が拮抗） 
 B-5. その学会での日本人会員どうし（外国人会員とではない）の研究に関する情報交換，意見交換など 
































































































である。さらに，札幌農学校 3) や，その教育課程・教育内容 4) については，数多くの先行研







うかである。1877 年の「札幌農學第一年報」（英文のものは First Annual Report of Sapporo 
Agricultural College ）には，和文のものでは，「講誦及講義ノ時間」(p.79)，英語版では，’The 



































宮部金吾の 1892 年（教授就任時）から 1917 年（農科大教授時代）までの「受講ノート」を主
な分析資料とする。そこには，植物生理学 13 点，植物病理学 8 点，植物組織学 6 点，隠花植
物学 10 点，植物形態学 2 点，解剖学 1 点の合計 40 点の講義の記録（受講ノートとしては，32
点）が含まれる 9)。その中で，多様な内容が混在しているもの，断片的で体系的な取り扱いが









































図 5-1 目次の例 
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4-3-2. 文献リストの事例（図 5-2） 
これは，中島九郎が 1906-07 年度に受講した植物形態学の受講ノートの末尾に記載されてい
る参考文献リストである。最初の行に，「顕花植物，形態及ビ生態ニ関スル主ナル参考書」と日
本語による表記があり，その下に，英語で Reference Books on the Morphology and Biology of 
Plants という表記が加えられている。リストには，英語の文献（2, 3, 4）とドイツ語（1, 5）
の文献が混在しているのがわかる。文献 1 は，1905 年刊行であるから，この講義を受講する前
年に出版された本である。最新の文献が参考書となっていたことがわかる。 
 
図 5-2 文献リストの事例 
 
4-3-3. 講義口述の本文の事例（図 5-3） 






図 5-3 英文による本文の事例 
 






図 5-4 和文（日本文に英語の専門用語が混じる）の例 
 





 図 5-5 和文と英文が混在している事例 
 
4-3-4. 欄外書き込みの事例（図 5-6） 
 






4-3-5. 図表と図表の説明文の事例（図 5-7） 
 












図 5-8 植物名の事例 
 
4-3-7. 学術用語の事例（図 5-9） 
 
 
図 5-9 学術用語の事例 
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 図 5-9 は，逢坂信忢が 1904 年に受講した「植物生理学１」のノートから抜粋したもので，
植物による水分の吸収と物質の伝搬に関する章の冒頭部分である。その文章を書き起こしたも
のを図 5-10 として下に示した。 





Chapter 3 Absorption & Translocation 
コノ Chapter ニテハ如何ニシテ水及ビ水中ニ溶解セル物 
躰ガ plant-cell ニヨリテ吸収サル必要ナル植物躰ノ部分ニ 
translocate サル・コトヲ知ルコト・□□躰ガ如何ニシテ plant body 
内ニ吸収サル・カ□ヲモ云ワントス □テ細膜胞及ビ proto. ノ imbibe スル 
コトノ出来ル凡テノ liquids 及其内ニ溶解サレ□□物質ハ cell ノ内 
部ニ進入スルコト出来得ルナリ（アル物体ハ cell ニ imbibe  
シ得ザルモノアリ） cell ガ absorp スルモノハ plant ニ必要及ビ不 
必要ノ□ニヨリテソレガ定ルモノナリ□□有毒ノ物□□吸収ス有毒ノ物 
ニテモ入リ行クナリ．一ツノ cell ノ内ニ物躰ガ absorp サル・ニハ  





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「図表」14) や「学術用語」の日本語化は，やや遅れて，おおよそ 1900 年頃になってからで























































の大学での「講誦 (recitation)」については，藤本 (2001) が 19 世紀後半の米国での状況を
報告している。また， 当時のアメリカのカレッジにおける教科書と講義とレシテーションの
関係と状況については，Porter (1870, pp.119-133) に詳述されており，初期の札幌農学校で
の「講誦」の理念と実態を知る上での手がかりとなる。 





















13) 「明治 14 年の政変」の前後は，「学問の日本化」「米国から独逸へ」という力学が高等教育
にも及び，邦人が邦語で高等教育を行う「邦語大学校」の構想や，明治 16 年（1883 年）に
は，文部卿の福岡孝弟が東京大学での教授には，英語を廃し邦語を用い，米国ではなく独逸
の学術を採用するようにという上申がなされている（太政大臣三条実美宛，東書文庫110-87-2）
（谷本，1993,  p.65） 
14) 受講ノートには多数の精密な図が記載され，色付けされたものもある。これらの図が講義
でどのように示されたのか，教科書，板書，あるいは掛図の書写なのか，今後の課題である
が，第7期生の堀正太郎 (1940) が，Brooksが明治20年9月からSmith のDiseases of Field 
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2-2-1. インタビュー1：国立台湾師範大学理学院生命科学科 Jin-Tun Lin 名誉教授 






































2-2-3. インタビュー3：国立台湾大学 物理学科 Yeong-Chuan Kao 教授 
































表 6-1. 国立台湾大学での生物学を中心とした講義で用いられた教授学習言語様式 
（C：台湾語，E:英語，C(E)：台湾語の中に英語の専門語が混じる，Main_：主として， 






















講義 植物学概論 1959 C-I Chao E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 動物学概論 1959 J-C Chang E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E
講義 化学概論 1959 I-M Chen E C(E) E E E C or E (D) Main_C(E) or C C(E)
講義 微積分学 1959 F-C Shiang E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 物理学概論 1960 C-H Huang E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 有機化学 1960 J-D Chang E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 分析化学 1960 C-H Chang E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 植物形態学 1960 Sheng & de Vol E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 植物分類学 1960 T-R Liu none C(E) C(E) none none C(E) Main_C(E) or C C
講義 植物顕微技術論 1961 Y-H Sheng E C C(E) E C(E) C(E) Main_C(E) or C C
講義 植物生理学 1961 Y-L Chiang E C(E) C(E) E none C or E (D) Main_C(E) or C C
講義 遺伝学 1961 J-R Yu E C(E) C(E) E none C or E (D) Main_C(E) or C C
講義 生物測定学 1961 S-F Yeh 自著 C C(E) E C C or E (D) Main_C C
講義 微生物学 1961 C de Vol handouts C(E) C(E) E E C or E (D) Main_C(E) or E E
講義 生化学 1961 T-C Tseu handouts C(E) C(E) E E C or E (D) Main_C(E) or E E
講義 植物生態学 1962 S-C Lee handouts C(E) C(E) C(E) C(E) C or E (D) Main_C(E) or E E
講義 細胞学 1962 J-R Yu E C(E) C(E) E none C or E (D) Main_C C
講義 細胞遺伝学 1962 客員教授 E C(E) C(E) E none C or E (D) Main_C C
講義 植物学概論 1975 Y-R Chen E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 細胞生物学 1975 Y-R Chen E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 遺伝学特論 1976 Y-R Chen E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C E or C
講義 植物解剖学 1978 Y-R Chen E C(E) C(E) E C(E) C or E (D) Main_C(E) or C C





受講学生の直接的なコミュニケーションの場である，Q & A では，英語の専門用語が挿入され
た台湾語，または，台湾語による言語様式が主であった。 
 
表 6-2. 国立台湾大学での生物学を中心とした実験で用いられた教授学習様式 
（（P）：手作り印刷，他の略号は，表 6-1 と同じ） 
 
 



















実験 植物学実験 1959 C-I Chao C(P) C(E) C(E) C(E)
実験 動物学実験 1959 J-C Chang C(E)(P) C(E) C(E) C(E)
実験 化学実験 1959 I-M Chen C(E)(P) C(E) C(E) C(E)
実験 物理学実験 1960 C-H Huang C(E)(P) C(E) C C
実験 有機化学実験 1960 J-D Chang C(E)(P) C(E) C C
実験 分析化学実験 1960 C-H Chang C(E)(P) C(E) C C
実験 植物形態学実験 1960 Sheng & de Vol C(E)(P) C(E) C(E) C(E)
実験 植物分類学実験 1960 T-R Liu C(E)(P) C(E) C C
実験 植物顕微技術実験 1961 Y-H Sheng C(E)(P) C C(E) C(E)
実験 植物生理学実験 1961 Y-L Chiang E C C(E) C(E)
実験 遺伝学実験 1961 J-R Yu none C C(E) C(E)
実験 植物生理学実験 1962 S-C Lee handouts C C(E) C(E)
実験 植物学実験 1975 Y-R Chen C(E)(P) C(E) C(E) Main_C（E)











































めている。また，Informed Consent の書面で氏名の公開に同意してもらっている。 
 
3-2. 結果と考察 

































3-2-2. インタビュー2：コペンハーゲン大学・科学教育学科（数学） Carl Winsløw 教授 
















































3-2-4. インタビュー4：コペンハーゲン大学・化学科 Stephan P.A. Sauer 教授 
 教授は，フライブルグ（ドイツ）生まれでドイツ国籍である。学校教育はドイツ国内で受け，
教授学習言語はドイツ語，教科書もドイツ語という環境下で育った。学部教育（1982－84 年）
はフライブルクの Albert-Ludwigs 大学で化学を専攻し，ミュンヘンの Ludwig-Maximillians 
大学で理論化学を専攻し修士号を得た。博士研究は，デンマーク，Odense 大学（現 University 

































































































































TOKYO UNIVERSITY OF SCIENCE 
1-3 Kagurazaka, Shinjuku-Ku, Tokyo, 162-8601 JAPAN 




September 4, 2018 
 
Invitation Letter with Consent Form 
 
You are invited to participate in a small-scale interview study entitled International Comparative 
Study on Issues of Instruction Medium of Undergraduate Science Classes, funded by 
Grants-in-Aid for Scientific Research (KAKENHI) from Japan Society for the Promotion of 




Dr. Masakata Ogawa, Professor of Science Education, Department of Mathematics and Science 
Education, Tokyo University of Science, Japan. Email : ogawam@rs.kagu.tus.ac.jp 
 
Purpose: 
The overall purpose of the study is to uncover differential relationships between mother tongues 
and English as lingua franca in the undergraduate science teaching/learning contexts. Our 
preliminary studies in 1890s to 1910s of Japanese contexts revealed that in science (for example, 
plant physiology, entomology, organic chemistry, analytical chemistry) classes, Japanese professors, 
coming back from US after getting PhDs in the late 19th century, initially taught their classes in 
English extensively, but within several years, their medium of instruction drastically changed to 
Japanese with a unique characteristics, in which sentences themselves were Japanese, but academic 
(professional) terms preferably remained in English (or in Latin in Botany classes). This is not a 
simple mixture  of the two languages, but a kind of single academic language  invented for 
teaching/learning science at college level by Japanese professors in early days. And, this style of 
medium of instruction seems to be alive in Japanese university teaching/learning (undergraduate 
classes) until now. Thus, we are interested in the medium of instruction of undergraduate science 




   A simple structured interview format is used for collecting data. 
 
Potential Risks: 
There is no deception used in the study. And, there are no risks to you. 
 
Possible Benefits: 
Potential benefits of this study include a sharing of research findings with science educators.  













Storage of Data: 
Interview data will be securely stored by the Researcher (locked in file cabinet in locked office) 
in Department of Mathematics and Science Education at Tokyo University of Science. All data will 
be stored for a minimum of five years, and will be available only to the Researcher and his research 
team members and will then be destroyed. 
 
Confidentiality: 
Participants in the Interviews including you will not be anonymous because of the nature of the 
study and participants  high status as experts internationally and regionally. Any opinions or 




Right to Withdraw 
Your participation in this study is perfectly voluntary and you may withdraw from the study at 
any time for any reason without consequences of any sort. If you choose to withdraw from the study, 
you can also withdraw all the data you contributed.  
 
Questions: 
If you have any questions concerning the study, please feel free to ask at any point; you are free 
to contact me at ogawam@rs.kagu.tus.ac.jp. Any questions regarding your rights as a participant 
may be also addressed to Dr. Masakata Ogawa (ogawam@rs.kagu.tus.ac.jp).   
 
Consent to Participate: 




I have read and understood the description provided above; I have been provided with an 
opportunity to ask questions and my questions have been answered satisfactorily. I consent to 
participate in the study describes above, understanding that I may withdraw this consent at any time. 
A copy of this consent form has been given to me for my records. 
 
 
                                  September 6, 2018 
______________________________________   ____________________________ 
(Name of Participant)      (Date) 
 
 
                         
________________________________________   __________________________ 
(Signature of Participant)     (Signature of Researcher) 
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資料 6-2 海外大学でのインタビュー調査のための質問項目リスト（Part C は台湾では不使用） 
Part A: A Typical Undergraduate Science 
Classes You Attended as a Student 
A-0: Name of the college (university) 
A-1: Lecture class 
  1) Name of the class  (e.g. Optics, Organic 
chemistry, Animal anatomy…) 
  2) Year you attended 
  3) Name of Instructor (Professor) 
  4) Textbook(s) (What language?) 
  5) Lecturing (What language?)  (e.g. English, 
with some comments in your mother tongue)
  6) Blackboard (What language?) 
7) Charts/Figures, Photos, Tables (What 
language?) 
8) Supplementary hand-outs (What 
language?) 
9) Note-taking (What language?) 
  10) Q & A (What language?) 
  11) Assessment tests (What language?)  
A-2: Lab (Practical) class 
  1) Name of the class 
  2) Year you attended 
  3) Name of Instructor (Professor) 
  4) Lab instruction (What language?) 
  5) Explanation of demonstrations (What 
language?) 
  6) Descriptions of the Worksheet (Lab note) 
(What language?) 
  7) Writing Worksheet (Lab note) as a student 
(What language?) 
A-3: Seminar class 
  1) Name of the class 
  2) Year you attended 
  3) Name of Instructor (Professor) 
  4) General instruction by the instructor (What 
language?) 
  5) Students’ presentations (What language?) 
  6) Hand-outs the students distributed (What 
language?) 
  7) Discussion among the students (What 
language?) 
  8) Assessments (What language?) 
 
Part B: A Typical Undergraduate Science 
Classes as an Instructor (Professor) 
B-0: Name of the college (university) 
B-1: Lecture class 
  1) Name of the class  (e.g. Optics, Organic 
chemistry, Animal anatomy…) 
2) Year you attended
  3) Name of Instructor (Professor) 
  4) Textbook(s) (What language?) 
  5) Lecturing (What language?)  (e.g. English, 
with some comments in your mother tongue) 
  6) Blackboard (What language?) 
7) Charts/Figures, Photos, Tables (What 
language?) 
8) Supplementary hand-outs (What 
language?) 
9) Note-taking (What language?) 
  10) Q & A (What language?) 
  11) Assessment tests (What language?)  
B-2: Lab (Practical) class 
  1) Name of the class 
  2) Year you attended 
  3) Name of Instructor (Professor) 
  4) Lab instruction (What language?) 
  5) Explanation of demonstrations (What 
language?) 
  6) Descriptions of the Worksheet (Lab note) 
(What language?) 
  7) Writing Worksheet (Lab note) as a student 
(What language?) 
B-3: Seminar class 
  1) Name of the class 
  2) Year you attended 
  3) Name of Instructor (Professor) 
  4) General instruction by the instructor (What 
language?) 
  5) Students’ presentations (What language?) 
  6) Hand-outs the students distributed (What 
language?) 
  7) Discussion among the students (What 
language?) 
  8) Assessments (What language?) 
 
Part C: Languaging in Domestic Academic 
Circles 
C-1: During your graduate days 
   1) Annual conferences  (Presentations, 
Management meetings) 
   2) Domestic academic journals (Academic 
articles, Management) 
C-2: In these days 
   1) Annual conferences  (Presentations, 
Management meetings) 
































































スノグラフィーだと述べている。その上で，彼自身の「エピファニ  ー (epiphany)」（Denzin (2001, 
p.158)によれば，個人の特質を照らし出し，しばしば個人の人生における転換点を表す問題的
体験の瞬間のことである）だと思っている体験を語っている。 






















3-1. エピソード 1:  聞こえてくる音をそのまま真似る 












中学 2 年，3 年は別の英語教師に変わったが，フォノシートを聞くことは変わりなかった。3
年の秋，地区の中学校英語暗唱大会 2）が開催されることになり，私も代表で教科書の１章を暗
記して朗読することになった。その時，英語教師からフォノシートを借りて，自宅で何度も聞
いて練習した。今でも，なぜかその時の１つのフレーズが記憶に残っている。’said another man’ 
という表現である 3）。耳から入ってくる音は，said と another が別々に聞こえるのではなく，
said-a と nother の二つの音に聞こえた。最初はおかしいと思って， said と another の二




















3-2. エピソード 2: 方言に関する感受性 











 昭和 47 年 4 月，大学に入学し，同じ下宿から大学に通った。当時は，学生紛争の最後の時
期で，入学式は途中で中止 5)になったし，教養部での授業や試験も時々ストがあったり 6)して，
順調ではなかった。私が入学したのは，農学部の農林生物学科 7)という１学年 15 名の小学科だ
が，４講座で教員は 16 名（教授，助教授，助手２）というリッチな環境だった。学部専門教













 昭和 56 年 2 月に職を得て水戸に住むようになったが，茨城の方言も過去に経験したことが






































葉は根や茎のように無限生長（unlimited growth ; unbegrenztes Wachstum）をせず，生長は有限（limited ; begrenzt）
で，ある期間の後に離層（absciss layer ; Trennungsschicht）ができて落葉する。 
 葉は多く背腹構造（dorsiventral）を示し，またその表裏のいずれか，または両面の表皮には種々の形をした気孔が
あるものが大部分で，これは葉肉の内部の細胞間隙と連絡して，通気組織系（aerenchyama, pneumatic system ; 
Durchlüftungussystem）となり，光合成（photosynthesis ; Photosynthese），呼吸（respiration ; Atmung），蒸散（通
発ともいい，Transpiration）に役立つ。シダ，水草などを除き，葉の表皮細胞には，葉緑粒（Chloroplast）が見られ
ないが，気孔の孔辺細胞（guard cell ; Schließzelle）だけにはこれがある。表皮細胞がアントチアン（Anthocyan）を
含むことがある。 
 
3-4. エピソード 4: アカデミックな「物言い」への憧れ 
























































表 S-2『生物学閑話』からの引用 1 (1947.9.1)（pp.185-186） 
発言者 
（発言番号） 本    文 
 浜田が机上の植物学雑誌の最新号 1) を見ていると， 
郡場, No.1 ウン，それに山羽君が Oscillatoria の細胞学をやってますな。 
浜田, No.1 はあ，膜に近いところが。。。。 
郡場, No.2 ええ，葉緑体と相同だと云っていますな。。。 しかし，どうして Kern が出来たのか。。。。 
浜田, No.2  Kern も周囲にあるような気がするのですが。。。。 
郡場, No.3  どうして真中に来るようになったかですな。 
浜田, No.3 







郡場, No.5 そうですね。海水に生えるカビがあれば。。。，海水はアルカリ性だから。。。。  
脚注 1) Vol.59, Nos. 697-702, 1946.。 
 



















表 S-3 『生物学閑話 第Ⅱ集』からの引用 2（1947. 10.6）（pp.8-10） 
発言者 
（発言番号） 本    文 
今村, No.1 
浜田君が先日東京で，‘Torrey Botanical Club の Bulletin’ その他の抄録を見て来てくれましたので，
戦争中の日長関係の文献が大分分かりました。’Botanical Gazette’に出ているものなど 30 ばかりあり
ます。開花物質の試験方法までは行っていません。WENTが ‘American Journal of Botany’ でしたかに，
BONNER が手がかりを得たから近々 bioassay ができるだろうと言っていましたが未だらしいです。
ドイツでは MELCHERS のヒヨスの仕事の表題だけが文部省発行の ‘速報’ にでていました。 
郡場, No.1 Florigen を取り出していますか？ 
今村, No.2 いいえ。 。。。いろんなものを注射したらしいのですが，ブドー糖が影響があるようです。 
郡場, No.2 とに角，取り出さねば positive なものか negative なものかはわかりませんな。 
今村, No.3 生長素が破壊されて，これに対する Korrelation として開花が見られるものかもしれませんし。。。。 
郡場, No.3 節間を長くする作用物質は葉を大きくする物質とは別だし，nasty を起こす物質も tropism の物質と
は別のようです。。。。 
今村, No.4 Etiolement の場合の節間伸長は作用物質的な説明が中中むつかしいと思いますが。。。。 
郡場, No.4 あれは，ホント訳がわかりませんな。。。。 
今村, No.5 作用物質的な立場から取り扱ったものはないようですが，アサガオの Hypokotyl の上部に黒紙で円筒
のカラーをつけておくとぐんぐん伸びます。 
浜田, No.1 上部ともうしますと？ 






今村, No.7 Reaktionsfähigkeit を強調すれば生長素説も救えるわけですな。。。TRUMPF1) の Etiolement の仕事は
条件を厳密にすれば，もっと展開しそうですが。。。 




郡場, No.8 ボクは以前，Etiolin という物質を仮定したことがあったが，Xanthophyllin と言ってる人もあります
よ。 
今村, No.9 その物質は移動しないので。。。？ 
郡場, No.9 そうです，動かないものになりますな。今まで知られている作用物質は，みな動くものですがな。。。 Wuchsstoff ,  Florigen などみな。。。。 













 表 S-3 では，「今村，No.1」の「MELCHERS のヒヨスの仕事」，「今村，No.7」の「生長素










表 S-4『生物学閑話 第Ⅱ集』からの引用 3 (1948.2.2)（pp.108-109） 
発言者 
（発言番号） 本    文 
今村, No.1 花弁のしおれる現象は細かに見ていましょうか，細胞の。。。？ Tradescantia など短時間に verschleimen するようですね２）。 
郡場, No.1 Hemerocallis もしおれるの目立ちますな，それから，Commelina，Hibiscus 。。。。うん，ヒツジグサ
など，羊の刻に開くからだと。。。いつかボイテンゾルグでも見ておりましたな。。。。 
浜田, No.1 キノコにも夜 ‘咲く’ のと昼 ‘咲く’ のと色々ありますね。。。ヒトヨタケなど夜の間にツボミが傘にな
って朝にはもうインキのようにドロドロにとけています。。。涼しいと少しはもちますが。。。。 
























































表 S-5 常脇教授の講義「遺伝学」の目次（一部） 
 講義内容 
Chap.I. Introduction（まえがき） 
   1. 遺伝学とは？ 
   2. 遺伝学の歴史 
   3. 遺伝とは？ 
   4. 講義のアウトライン 
Chap. II. Genetic material （遺伝物質） 
   1. 遺伝の単位 
   2. 遺伝の物質的基礎 
   3. DNA の構造と複製 
   4. 染色体の構造 
   5. 遺伝子の概念 
 
表 S-6 常脇教授の講義「細胞遺伝学」の目次（一部） 
Chap. 1. Introduction 
Chap.2. Chromosome elements and their functions 
    §1. Chromosome length 
    §2. Centromere 
    §3. Nucleolar organizer 
    §4. Heterochromatin 
Chap.3. Crossing over 







表 S-7 常脇教授の講義「遺伝学」で示された参考書のリスト（一部） 
参考書 
1．一般 
   篠遠喜人・柳沢嘉一郎著 「遺伝学」 岩波全書 ¥400 
         1967 年 ――― 入門に最適 
   伊勢村寿三等編 「現代の生物学 第 3 巻 遺伝」 岩波書店 
    ¥750, 1967 年 ――― 中級程度 
   飯野徹雄等編 「生物科学シリーズ 第 4 巻 遺伝」 共立出版 
    ¥2300, 1968 年 ――― 高級 
 
2．各論的 
   Srb & Owen  “General genetics” – Chap. II, ほか 
   Stahl “The mechanics of Inheritance” （吉川・肱岡訳 
     「遺伝について」 共立出版 ¥780) – Chap.II, III 
     Hartman & Suskind  “Gene action” （武部訳「遺伝のはたらき」 
     共立出版 ¥780） --- Chap. IV, V. 
     Watson “Molecular biology of the gene”  （訳書あり） 
     ――Chap. III, IV, V, VI 









    F1 から生じた配偶子の遺伝子型            頻度 
+    +    +               235 
gl   va    +                             62 
+   va    +                             40 
+   va    v                              4 
gl  va     v                            270 
gl  va     v                              7 
gl   +    +                              48 
gl   +    v                              60 
+   +    v                             726 
 
4.つぎのことについて知るところを簡単に述べよ。 
  (a) Chromosome puff 










 以上の 5 つのエピソードに関する内省を通して，いくつか自分の中で自覚できてきたことが























1) 昭和 40 年度，この授業では，’New Price Readers 1’（稲村松雄，磯尾哲夫，納谷友一著，
開隆堂出版，昭和 36 年発行) が使用されていた。 
2) 当時の賞状を確認すると，「中学校創設 20 周年記念山口県中学校英語暗誦岩国大会」（昭和
42 年 10 月 4 日）と記載されている。 
3) 暗誦したのは，’New Prince Readers 2’ の Lesson 19：Columbus and the boy – Review 
− 105 −
Reading- という章で，その §1 の最後のところに，次のような文章が出てくる。“Those old 
ships are full of rats,” said one of them. “They are not good for a long voyage.” “They are 
not good ships,” said another man. “But it does not matter, for they will never be able to 





5) 『京都大学百年史（資料編 3）』の年表（p.858）には，昭和 47 年 3 月 24 日に「長期
ストで単位認定が不可能。卒業式中止」とあり，昭和 47 年 4 月 11 日には，「学部入学
宣誓式。総長式辞の最中に数十名の学生が乱入してこれを妨害。式の続行が困難となり，
10 分で終了宣言」とある。 
6) 『京都大学百年史（総説編）』によれば，昭和 47 年度について，「教養部では，新学年
に入っても無期限ストが続いていたが，新入生の授業はストに関係なく 4 月 12 日から






8)『京都大学百年史（部局史編２）』の「第 14 章（旧）教養部」に，昭和 45 年度の講義科目
一覧が掲載されており（p.643），ここに，「生物学実験法・同実験」（１回生用）と「生物学
実験第Ⅱ」が含まれている。 


















12) 表 S-2 に出てくる「浜田」は，マツタケの研究者である浜田稔（京大農学部），表 S-3 に出
てくる「今村」は，植物生理（開花生理）が専門の今村駿一郎（京大農学部），表 S-4 に出て
くる「芦田」は，ムジナモの生理を研究した芦田譲治（京大理学部）である。 
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Jan Sølberg 准教授と，インタビューに応じて下さった，同大学の Marianne Ellegaard, Carl 
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    Japanese universities are struggling with governmental pressure to ‘replace instruction 
medium from Japanese to English.’  While a tacit belief is shared among stakeholders that 
Japanese college classes are taught in Japanese, a literature review revealed that few studies 
consider empirical data on the realities of ‘languaging’ (the ways language practices enable the 
instructor and her/his students to communicate one another academically) in college classes.  
This study aimed to uncover the realities of ‘languaging’ in college science classes to develop a 
new theoretical framework that is missing from directly relevant previous works, and then 
report on a number of preliminary case studies in college science classes guided by the 
framework.  The core idea of the new theoretical framework is a ‘changing focus from 
“language” to “languaging”’ when examining the realities of language practices in academic 
communication within science classes.  Based upon the framework, ‘languaging’ in science 
classes was analyzed through the theoretical lenses of: (1) instructor’s interventions (e.g., 
lecturing, blackboard writing, distributed materials) vs. the students’ activities (e.g., note-taking, 
and questioning); and (2) ‘written’ vs. ‘oral’ languaging.  The case studies included are: (1) 
analyses of college science classes, (2) a comparative study of science professors’ experiences 
in their college student days and those in their current classes as instructor, (3) a historical study 
of science classes in an earlier higher education institution, and (4) cross-national comparative 
case studies on science classes. 
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